


    
    


    




    運命の人
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オットとは２００９年の秋、私の地元富山で出会った。


私は高校を卒業してから７年間名古屋でトリマーとして働き、その後また富山に戻って同じ仕事を続けていた。
オットは１９歳の時に地元の北海道を離れ、国内、海外をしばらく転々とした後、馴染みのあった富山で革職人としてアトリエ兼お店を開いていた。


初めて会った時はお互いが一目惚れ。容姿だけでなく存在そのものに一目惚れした。
ありがちだけど昔から知っていたような懐かしいようなそんな気持ちになり、とても強く惹かれた。


当時オットはもうお店を閉めて地元に帰ろうと決めていた頃だった。
だからプロポーズの言葉は　「さきちゃん。北海道に来れる？」


知り合ってからたったの３度目で結婚を決めた。








    新しい土地
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トントン拍子に結婚話は進み、２０１０年夏、北海道での新婚生活がスタートした。
この時はささっと入籍をすませただけで、結婚式を挙げるのはもう少し先だった。
私はとにかく一緒にいられることに満足していたし、花嫁姿に特に強い憧れもなかったので、はじめは結婚式を挙げるつもりはなかった。
でも式を挙げることにしたのは自分たちのためというより両親や親戚の事を想って。


出会ってほんの５ヶ月ほどの相手と結婚したい、そして北海道へついて行きたい。
なんて言ったらきっと反対されると思っていたのに、パパもお母さんも結婚を喜んでくれた。
遠い遠い北海道にも「いいよいいよ、いってらっしゃい。」と快くおくりだしてくれた。
新居が決まるまではしばらくオットの実家にお世話になった。
義両親も、ほとんど初めましての私をとても温かく迎えてくれた。みんないつも優しく接してくれていつでも気遣ってくれた。
慣れない土地でも不安なく過ごせたのは義両親のおかげだと思う。
そんなお互いの両親達のおかげで結婚することが叶ったのだから、入籍だけでは愛想もないし申し訳ないなという思いから、やっぱり結婚式は行うことにした。








    準備
    [image: ]

北海道に住みながら富山で結婚式を挙げる私達は、ほんの数回しか打ち合わせができない。
結婚式まであと４ヶ月。
衣装合わせのため、いざ富山へ。


花嫁になる女性にとっては一番の目的であろうウエディングドレス。
私は結婚式に興味がなければドレスというものにも特に憧れがなかった。
正直どれもみんな同じに見えた。
多くの人が何日もかけて何十着も試着を重ねて決めるウェディングドレスを、私はたったの２着目で決めた。
ものの３０分。
でも決してこれでいいやと妥協したわけではなく、これがいいというのが２着目で見つかったのだ。



オットも２着目でタキシードが決まった。
試着中、自分のドレス姿よりもオットのタキシード姿にうっとりしていた私。








    ９日前の事
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私達の結婚式は２０１１年３月２０日。
その９日前に、あの大きな東日本地震が起きてしまった。
出席を予定していた数名の親戚、友人が来られなくなった。


世の中が動揺して悲しみにくれる中、結婚式なんておめでたい事をやるのは心苦しかったが
それでもお祝いに来てくれる方達のためにも、私達は存分に幸せをふりまこうと決めた。
こんな時でも喜ばしい出来事はちゃんと喜ばなければ、日本はどうにかなってしまうと思った。


その頃の日本海は、こんなにも穏やかで静かだったんだ。







    結婚式当日
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オットは緊張していた。いつもふざけておちゃらけているのに、この日ばかりは真剣な表情。
タキシードに着替えた頃には緊張もマックスだったように思う。それでも自ら緊張をほぐそうと私にカメラを向け、シャッターを切り続けた。

一方の私はというと緊張はもちろんしていたけれど楽しみの方が上回っていた。
ドレスアップした自分を鏡で見て嬉しくなった。ウエディングドレスを着ると私でもちゃんとわくわくお姫さま気分になれた事がなんだかおかしかった。
ドレスやメイクにこだわりはなかったけれど、ひとつだけ、こうしたいという主張があった。
それはロングの髪をそのまま下ろす事。
花嫁さんはアップスタイルの方が断然綺麗に見えるらしいが、私はどうしても髪は下ろしていたかった。
ヘアメイクさんが、あまりにも無造作では・・・との事で少し巻かれてしまったが、私はもっと普段の感じでも良かったのにと思う。


さて、もう式の時間がせまってきた。








    あれれ
    [image: ]


教会の扉の前に立った。


さっきまでわくわく気分だったのが途端にドキドキしだして思わずパパの腕をギュッとつかむ。
もうすぐこの扉が開いて、みんなが一斉にこちらに注目するんだと思うとドキドキが更に激しくなり、私は目を閉じてうつむいていた。


スタッフの方がそっと動いたのを感じて、ついにきたと目を開けると
皆が真剣な顔つきの中、プランナーの岸本さんだけが極上の笑顔で扉に手を添えて開けるのを待っていた。
その笑顔を見た私は、緊張に飲み込まれそうだったのが一変して 「あぁ、楽しもう」 と思えた。


私の心が落ち着いたその瞬間、教会の扉が開いた。







    ウエディングベルを鳴らす
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挙式を終え、お祝いに来てくれた友人達とたくさん写真を撮ってお喋りをした。


それから親族だけで披露宴を行った。
披露宴と言ってもとってもラフな、食事会という方が正しい。
会場も程良い広さで、オープンキッチンがありアットホームな雰囲気。
甥っ子たちも走り回る。


３時間余りの間、余興などはなくみんなでゆったり食事。
途中ケーキカットだけ行った。

オットは主役のくせに、カメラを構えてみんなの席を歩きまわっていた。








    家族への思い
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私は披露宴の最後の定番である両親への手紙は省いた。
両親のために結婚式を挙げたのになぜ？と思われるかもしれないけど。
結婚するにあたって両親に伝えたいことは山ほどあった。
きっと私はこういう機会がないとなかなか感謝の気持ちを伝えられないからと、その一枚の手紙にぎゅうと気持ちを詰め込む。
今までのありがとうを全て詰め込んだその手紙を渡したら、満足して、それ以後両親にあまり気持ちを示さなくなってしまうといやだなと思った。
もちろん結婚というひとつの区切りで、これまで育ててくれた感謝を伝えるのはとっても大事。だからみんな結婚式の日に手紙を書いて両親におくる。
でも私はそこでは区切りたくなかった。まだまだパパとお母さんに甘えたい子供なんだと思う。
その代わり、離れてから気づくたくさんのありがとうの気持ちを、ブログなんかで常々伝えるという方法が自分には良いと思った。

なので私はこれからも少しずつ、感謝の気持ちを小出しにしていくのだ。
でも理由はもうひとつあって、みんなの前で声に出して手紙を読むなんて恥ずかしい。
号泣してしまうのが目に見えていたから。想像するだけで泣いちゃうでしょ。









    絶対
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披露宴の最後にオットが挨拶した。


前もって言葉を準備せず、その時の気持ちを話すことにしていた。
オットはみんなの前でこう話してくれた。




「僕が好きな小説の中でこんな一文があります。　
ある人が主人公に『世の中に絶対と断言できる事は何ひとつ無い。』と言ったら
その主人公がこう言うのです。
『 ”絶対” と言い切れる事がひとつも無いなんて、生きてる意味がないだろう。』


だから僕は約束します。
さきちゃんを一生愛し続けるし、ずっと大切にするし、ずっと一緒にいます。
これは僕の中の ”絶対” です。」







    無事終えて
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まだ雪が残る北海道へと戻った。
この頃から私達は次の土地に引っ越そうと考え始めた。


多くの人が憧れる北海道でのびのびとした生活。
こんなにすぐ離れるなんてもったいないと言われる。
周りを見渡せば、ガイドブックに載ってるような壮大な景色が当たり前のように見られる。
たしかに贅沢。


でも私達は新しい場所へ向かいたかった。
１年も住めば満足だ。







    ５０年後のソファ
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オットは私と出会う前に、ひとりで歩いてヨーロッパを旅していた事がある。
その途中、フランスである村に辿り着いた。
そこは初めて訪れるのになんだかとても懐かしくて温かい村だったという。


私と初めて会った時オットは、その村は私なんだと言った。
おもしろい事を言う人だなぁと思った。
でもその村にとても興味が湧いて、いつか一緒に行ってみたいって思う。









    オットへの思い
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私はオットと結婚してから決めた事がある。
それは自分自身を常に身軽にしておく事。物理的にも心理的にも。


オットのこれまでの人生とは、やりたいと思ったことはすぐに行動に移すし、行きたい所へは構わず行く。
興味がある事を見つけたら、他の事はそっちのけでその知識を人の３倍のスピードで吸収していく。世間から見ればいわゆる自由人なわけだ。
そんな人の嫁としては、結婚した事によってオットの生き方を制限してしまう事になると悲しい。
家族がいるからという理由で、オットが何かをあきらめたり行動範囲が狭くなったり、
今までの自由な自分を妥協させてしまうのは嫌なのだ。
だから私はなるべくオットの負担にならないように、いつでもひとりでいられる心持ちでいる。
そしてオットの自由にひっついていられるのが可能なら、ポッケにひょいと入れてもらえるくらいの身軽さでいたい。

それを常に心掛けている。









    嫁は
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だからどうか今まで通り、今まで以上に突っ走ってもらいたい。
嫁はちゃんとついていきますから。







        



OTTOの嫁の本


http://p.booklog.jp/book/52384
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